
地
域
の
宝
を

活
か
し
て
つ
く
る

新
た
な
国
土

2
0
1
0.
2
.27

(
土
)

｢
東
北

の
地

域
を
考
え

る
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

東
北
大
学
　
奥
村
　
誠

東
北
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン

タ
ー

工
学
研
究
科

土
木
工
学

専
攻

「
日
本
に
，
東
北
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
世
界
に
，
東
北
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

奥
ゆ
か
し
い

東
北
の
人

た
ち
に
は

，
こ

の
よ
う
な

「
歯
の
浮

い
た
」
こ

と
は
，

言
葉
に
で
き

な
い
だ
ろ

う
．

で
も
，
い
ま

，
あ
え
て

，
自

分
の
地
域

の
「
宝
」

を
見
出
し

日
本
の
人
々

,世
界
の

人
々
へ
の

貢
献
の
仕
方

を
考
え
る

と
き
に
き

て
い
る

山
形
に
，
山
形
中
央
高
校

ス
ケ
ー
ト
部
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
H
P
よ
り



鶴
岡
（
山
形
県
）
に
,

ク
ラ
ゲ
の
水
族
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
！

下
村
脩
・
米
ボ
ス

ト
ン
大
名
誉
教
授

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

授
賞
式
（
2
0
0
8
年
）

秋
田
に
，
韓
流
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
が

で
き
る
場
所
が
あ
っ
て
，
よ
か
っ
た
！

秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部

観
光
課

H
P
よ
り

「
日
本
に
，
東
北
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
世
界
に
，
東
北
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
を
，

い
ま
，

考
え
な
く
て

は
な
ら
な

い
の
か
？

そ
れ
は
，
国

の
，

地
域
づ
く
り

に
関
す
る

法
律
が

根
本
的
に
変

わ
っ
た
こ

と
と

関
連
し
て
い

る

•
国
土
形
成
計
画
法
(2
005年

)

道
州
制
と
広
域
地
方
計
画

•
国
土
形
成
計
画
法
(2
005年

)



国
土
計
画
の
考
え
方
が
変
化
し
た
！

•
こ

れ
ま
で
の

｢国
土
総

合
開
発
法

」
(
昭
和

2
5年

)

–
｢
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
｣

–
国
が
，
す
べ
て
の
地
域
を
引
き
上
げ
る
,
助
け
る
義
務

•
都
市
圏
住
民
の
逆
差
別
感
→
自
民
党
政
治
の
崩
壊

•
今

回
の

｢国
土
形
成
計

画
法
」
(
平
成

1
7年

)

–
各
地
域
が
，
特
長
を
活
か
し
て
自
分
で
努
力
す
る
の
が
基
本

•
自
地
域
の
不
利
な
条
件
を
説
明
し
て
も
無
駄

–
日
本
国
・
世
界
に
対
し
,
各
地
方
圏
が
果
た
す
役
割
を
明
記

•
役
割
を
確
実
に
果
た
す
た
め
の
基
礎
条
件
を
整
備

•
「

な
い
・
で

き
な
い
」

か
ら
「
あ

る
・
す
る

」
へ

–
東
北
に
は
何
が
あ
り
，
何
が
で
き
る
の
か
?

日
本
の
他
地
域
（
や
外
国
）
に
な
い

東
北
の
特
徴
と
は
何
か
？

•
異
境
性
（
北
国
性
：
遠
い
，
寒
い
，
暗
い
）

–
中

央
と
は
同

じ
原
理
で

は
説
明
で

き
な
い
別

の
土
地

–
北

国
特
有
の

気
候
・
風

土
を
生
か

す

•
原
境
性
（
発
展
か
ら
遅
れ
て
原
日
本
が
残
存
）

–
遅

れ
た
地
域

，
取
り
残

さ
れ
た
地

域
？

•
環
境
問
題
,
開
発
の
負
の
側
面
へ
の
反
省

–
多

自
然
地
域

「
周
回
遅

れ
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ

ー
？
」

•
じ
っ
く
り
と
自
然
に
向
き
合
う
。
量
よ
り
質
。

,

H
P
) 

「
北
国
さ
」
と
は
？

東
西
間
の
違

い
は

大
き
く
な

い

ま
と
め
て
効
率
化
し
よ
う

　
競
争
・
支
配
原
理 違
い
を
認
め
て

交
換
し
よ
う

共
生
・
交
換
原
理

南
北
間
の
違

い
は

質
の
違
い



こ
れ
か
ら
の
世
界
の
中
で
は

「
北
国
」
は
狙
い
目

世
界
の
今
後

の
経
済
発

展
は
「
暑

い
所
」
か

「
寒
い
所

」
で

起
こ
る
（

天
然
資
源

の
開
発
）

→
「
北
国
」

に
生
き
る

知
恵

,
　

北
国
の
技

術
が
重
要

に
な
る

地
球
温
暖
化

に
よ
っ
て

「
北
国
」

の
希
少
価

値
は
高
ま

る
→

世
界
的
に

,「
寒
い

と
こ
ろ
」

へ
の
観
光

が
増
え
る

→
利
根
川
流

域
に
雪
が

な
く
な
り

，
　

　
　
　
関

東
で
水
・

電
気
が
欠

乏

東
北
で
鍛
え
る
べ
き
北
国
の
産
業

•
世

界
の
歴
史

上
，
経
済

は
温
帯
で

発
展

–
多
く
の
製
品
は
温
帯
向
き
に
開
発
さ
れ
て
き
た

–
他
の
地
域
で
は
そ
れ
を
無
理
を
し
て
使
っ
て
い
る

•
今

後
の
経
済

発
展
は
熱

帯
，
冷
帯

中
心
（
B
R
I
Cｓ

）

•
寒

冷
地
に
あ

っ
た
製
品

の
提
案
と

開
発

–
ロ
シ
ア
の
鉄
道
:
復
水
式
蒸
気
機
関
車

–
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
製
品

–
温
度
変
化
に
よ
る
劣
化
を
防
い
だ
製
品

–
氷
や
雪
の
上
を
う
ま
く
使
う
乗
り
物
?

•
寒

い
環
境
の

中
で
，
使

用
者
か
ら

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を

受
け
な
が
ら

，
商
品
・

製
品
を
鍛

え
る
こ
と

賃
金
が
高
い
日
本
の
産
業
戦
略

【
消
費
者
】
を
生
か
す
！

•
コ

ス
ト
面
で

の
比
較
優

位
は
長
続

き
し
な
い

–
宮
城
県
の
自
動
車
産
業
　

•
（
国
内
で
は
)労

働
力
が
安
く
，
ロ
シ
ア
に
運
び
や
す
い
？

•
そ

も
そ
も
日

本
の
賃
金

は
，
ア
ジ

ア
諸
国
よ

り
高
い

–
高
賃
金
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
強
み
に
な
ら
な
い
か
？

–
購
買
力
を
持
ち
，
新
製
品
に
興
味
を
持
つ
消
費
者

•
海
外
旅
行
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
国
際
的
に
宣
伝

•
試
作
段
階
か
ら
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
て
改
善
を
提
案

•
商
品
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
，
工
夫

•
も

の
づ
く
り

と
消
費
者

と
の

2人
3脚

で
商

品
を
鍛
え

る

東
北
ら
し
い
観
光
：
北
国
の
観
光

•
南
北
の
違
い
で
人
を
呼
び
込
む
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東
北
ら
し
い
観
光
：
北
国
の
観
光

•
地
域
の
風
土
に
自
信
を
持
て
！

–
観
光
客
は
，
日
常
と
異
な
る
場
所
を
目
指
す

–
そ
の
よ
う
な
場
所
の
実
情
を
知
ら
な
い
の
が
当
た
り
前

–
訪
問
地
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
地
元
の
人
々
の
は
ず

•
自
分
た
ち
の
風
土
、
暮
ら
し
、
文
化
、
歴
史
の
理
解
は
？

•
自
分
で
地
域
の
環
境
の
楽
し
み
方
を
学
べ
！

•
そ
の
日
の
天
候
や
客
の
能
力
に
合
わ
せ
て
適
切
な
雪
質
と
地

形
を
持
つ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
を
細
か
く
紹
介
す
る

•
訪
問
者
の
持
つ
持
病
や
体
の
状
態
に
応
じ
て
適
切
な
温
泉
と

入
浴
の
方
法
を
助
言
す
る

–
東
北
鉄
道
協
会
（
H
1
9
～
)
 
地
方
鉄
道
沿
線
住
民
送
客
ツ
ア
ー

•
他
人
が
来
な
い
な
ら
，
地
域
の
施
設
は
自
分
達
で
使
え
！

自
分
た
ち
の
持
ち
物
を
，

自
分
自
身
で
評
価
し
よ
う

•
食

材
は
そ
の

地
域
に
中

で
新
鮮
さ

を
保
っ
た

ま
ま
、
風

土
に

あ
っ
た
料

理
に
使
わ

れ
て
、
真

価
を
発
揮

で
き
る

•
「
食
の
都
･
庄
内
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

–
地
域
の
生
産
者
・
消
費
者
・
山
形
大
学
農
学
部
な
ど
が
連
携
し
、

在
来
作
物
や
特
別
栽
培
農
産
物
、
庄
内
浜
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介

類
な
ど
の
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
地
域
の
資
源
と
し
て
活
か
し
、
歴

史
や
風
土
に
育
ま
れ
た
食
文
化
の
再
発
掘
や
安
全
・
安
心
で
豊
か

な
食
生
活
を
提
案
し
な
が
ら
進
め
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

–
イ
タ
リ
ア
料
理
「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」
奥
田
政
行
シ
ェ
フ

h
ttp
://w
w
w
.tv
-asah

i.co
.jp
/earth

/co
n
ten
ts/o
sarai/0

5
5
7
/

東
北
人
は
，
も
っ
と
遊
ぼ
う
！
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中
途
半
端
な
東
北
の
売
り
出
し
能
力

•
北

海
道
は
十

分
ブ
ラ
ン

ド
化
で
き

て
い
る

–
北
海
道
に
し
か
「
な
い
も
の
」
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

•
本
当
は
北
欧
や
カ
ナ
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
？

•
東

北
は
売
込

み
が
へ
た

–
ま
ず
，
名
前
が
わ
か
り
難
い

•
「
南
東
北
の
旅
」
？
ど
こ
の
こ
と
？

–
自
ら
評
価
で
き
ず
首
都
圏
か
ら
の
評
価
に
頼
る

•
「
い
わ
て
食
材
倶
楽
部
」
「
食
材
王
国
み
や
ぎ
」

–
相
手
の
地
域
（
東
京
）
に
「
な
い
も
の
」
の
評
価

を
，
相
手
の
地
域
に
任
せ
る
こ
と
の
不
思
議



北
国
の
交
通

•
滑
る
乗
り
物

•
除
雪
を
効
率
化
で
き
な
い
か
？

–
デ

ュ
ア
ル
モ

ー
ド
ビ
ー

ク
ル

N
o
.2
1

多
自
然
さ
，
日
本
の
原
風
景
を
活
か
す

福
島
県
　
南
会
津
　
大
内
宿 ,.

変
化
し
て
き
た
若
年
層
の
居
住
志
向
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野
村
総
研

に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト

（
1
9
9
8
）

人
口
動
向
の
変
化
に
よ
る
縮
み
志
向
？

•
高
度
経
済
成
長
期
：
高
リ
ス
ク
･高
リ
タ
ー
ン

–
き
ょ
う
だ
い
が
多
人
数

–
親
元
で
生
活
を
継
続
で
き
な
い
の
が
普
通

–
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
大
都
市
に
出
て
が
ん
ば
る
し
か
な
い

•
人
口
減
少
期
：低
リ
ス
ク
･低
リ
タ
ー
ン

–
き
ょ
う
だ
い
が
2
人
以
下

–
待
っ
て
い
れ
ば
親
か
ら
住
宅
が
相
続
で
き
る

–
気
が
向
い
た
ら
大
都
市
に
出
て
も
よ
い

–
リ
ス
ク
の
少
な
い
出
身
地
に
い
る
方
が
安
全
で
安
心



人
口
減
少
期
の
低
リ
ス
ク
志
向

•
三
高

–
高
収
入
、
高
学
歴
、
高
身
長

•
三
低

–
低
姿
勢
、
低
依
存
、
低
リ
ス
ク

都
会
の
豊
か
さ
は
借
り
物
？

都
会
の
魅
力
は
，
実
は
世
界
・
外
国
の
窓
口
の
魅
力

都
会
や
外
国
の
情
報
は
ＩＴ
で
流
れ
て
く
る

流
通
に
も
そ
の
う
ち
乗
っ
か
っ
て
く
る

い
ざ
と
な
れ
ば
，
遊
び
に
い
け
ば
よ
い

　
都
会
に
あ
る
魅
力
は
，
こ
れ
か
ら
の
時
代
，
ま
す
ま
す

容
易
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
る
も
の
が
多
い

都
市
生
活
に
は
リ
ス
ク
が
多
い

直
面
し
て
い
る
不
安
・
悩
み
（
複
数
回
答
）5
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0
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•
都

市
で
は
，

自
分

の
力
で
食
料

，
水
，

エ
ネ
ル
ギ
ー

が
調

達
で
き
な
い

•
他

人
に
頼
る

必
要

が
あ
る

•
他

人
が
信
じ

ら
れ

な
け
れ
ば
，

リ
ス

ク
だ
ら
け
の

世
界

大
都
市
が
失
っ
た
も
の

大
都
市
で
は

　
い
い
自
然

環
境

(空
気
．
水
）

は
買
え
な

い
　

通
勤
時
間

が
長
く
、

自
由
な
時

間
が
取
れ

な
い

　
地
方
の
面

白
い
コ
ト

の
情
報
は

流
れ
て
こ

な
い

多
自
然
地
域

で
は

　
い
い
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受
で
き
る

　
大
都
市
の

こ
と
は
、

マ
ス
コ
ミ

が
教
え
て

く
れ
る

　
大
都
市
で

売
れ
た
も

の
は
、
通

販
で
入
手

で
き
る

　
外
国
に
行

け
ば
，
大

都
市
の
魅

力
が
よ
り

安
く
味
わ

え
る

　
仲
間
を
作
り
、
楽
し
む
た
め
の
時
間
が
豊
か
に
あ
る

　
　

多
自
然
地
域
の
ほ
う
が
本
当
は
豊
か
な
時
代
に
な
っ
た



自
然
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
生
き
方

無
理
を
し
な

い
．
急
が

な
い
。

確
か
に
時
間

は
か
か
る

．

で
も
，
じ
っ

く
り
と
時

間
を
か
け

て
取
り
組

む
少

数
を
選
び

,手
塩
を

か
け
て
「

は
ぐ
く
む

」

「
量
」
よ
り

も
「
質
」

ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
ロ

ハ
ス
・
エ

コ

農
作
物
リ
タ
ー
ン
の
向
上
政
策

こ
れ
だ
け
違
う
購
入
価
格
（家
計
消
費
調
査
）
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農
産
物
高
付
加
価
値
の
た
め
に

環
境
と
生
き
方
の
地
域
コ
ン
テ
ス
ト

・
産
地
の
自
然
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る

・
栽
培
家
が
健
康
で
，
誇
り
を
持
っ
て
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
る

・
か
わ
い
そ
う
な
農
民
，
苦
し
ん
で
い
る
農
民
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
も
の
を
買
お
う
と
は
思
わ
な
い

環
境
の
良
い
農
村
に
住
む
こ
と
は
で

き
な
い
が
，
農
畜
産
物
を
通
し
て
そ
の

恵
み
を
享
受
し
た
い
。

整
備
の
方
向
性
と
交
流
の
重
要
性

・
交
流
の
機
会
を
活
か
し
，
地
域
の
健
康
な
生

活
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
都
市
住
民
が
う
ら
や
む
結
果
と
し
て
，
農
畜
産

物
の
高
付
加
価
値
化
が
で
き
る
。

　
　
地
域
の
生
活
改
善
＋
交
流
→
農
業
振
興



多
自
然
さ
を
活
か
す
姿
勢

•
自
然
の
持
つ
恵
み
を
引
き
出
す

•
自
然
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る

•
人
の
都
合
，
人
為
を
優
先
さ
せ
な
い

•
採
り
尽
く
さ
な
い
．
次
の
世
代
へ
の
「
お
た
め
」

•
自
然
の
変
動
を
よ
く
見
る
．
自
然
の
リ
ス
ク
と

「
つ
き
あ
う
」

シ
ベ
リ
ア
な

ど
，
世
界

に
通
用
す

る
立
派
な

考
え
方

東
北
で
鍛
え
る
べ
き
多
自
然
技
術

•
大

き
く
広
が

っ
た
空
間

に
存
在
す

る
密
度
の

低
い
情
報

を
集
約
し
、

う
ま
く
自

然
と
付
き

合
う
技
術

–
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
か
ら
の
異
常
検
知

•
情

報
収
集
を

動
物
や
植

物
の
優
れ

た
能
力
に

任
せ
る

–
シ
ベ
リ
ア
原
住
民
の
ト
ナ
カ
イ
放
牧
技
術

•
新
し
い
牧
草
は
ト
ナ
カ
イ
自
身
に
探
さ
せ
る

•
ト
ナ
カ
イ
の
行
方
は
別
の
ト
ナ
カ
イ
に
探
さ
せ
る

–
植
物
を
用
い
た
地
下
水
位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

•
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
道
路
に
木
を
植
え
る
．

•
光
合
成
の
活
性
度
を
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
で
収
集

•
人

工
物
や
人

為
に
頼
ら

な
い
安
上

が
り
な
環

境
管
理

東
北
ら
し
い
多
自
然
型
観
光

•
地
元
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る

•
「
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
型
」
に
こ
だ
わ
る
な

–
山

の
中
の
温

泉
で
「
は

ま
ち
の
刺

身
」
を
出

す
な
！

–
誰

も
大
都
会

の
料
亭
並

の
料
理
は

期
待
し
て

い
な
い
．

–
自

分
や
、
知

り
合
い
の

手
で
集
め

ら
れ
た
素

性
が
わ

か
り
、
信
用

で
き
る
食

材
の
み
を

使
う
べ
き

•
そ
の
地
域
の
制
約
を
表
に
出
せ
！

–
時

化
れ
ば
食

べ
ら
れ
な

い
魚
に
こ

そ
意
義
が

あ
る

観
光
戦
略
：
仙
台
都
民
を
生
か
せ

2
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8
年
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0
月
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2
月
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台
宮
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2

宿
泊
客
は
増
え
て
い
な
い

地
震
被
害
の
大
き
い
県
北
と
，
仙
台
松
島
と
以
外
で
入
り
こ
み
増
加

要
す
る
に
，
仙
台
の
人
が
近
場
の
魅
力
に
気
づ
い
た
！



観
光
戦
略
：
仙
台
都
民
を
生
か
せ
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観
光
戦
略
：
仙
台
都
民
を
生
か
せ

•
大
学
生
の
母
親
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
！

–
東

北
大
学
：

8
4％

が
県

外
，

56％
が
東
北
以

外
の
出
身

–
子

育
て
が
一

段
落
し
，

時
間
と
金

に
余
裕
が

あ
る

–
「

子
供
の
面

倒
を
見
る

」
と
い
う

言
い
訳
が

可
能

•
母
親
を
リ
ピ
ー
タ
ー
化
し
，
友
達
を
呼
び
込
む

–
人

数
の
少
な

い
時
代
の

子
供
は
感

謝
を
し
な

い

–
子

供
に
代
わ

り
「
感
謝

」
を
感
じ

さ
せ
る
仕

組
み

•
母
子
連
れ
を
割
り
引
く
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

•
仙
台
都
民
を
手
始
め
に
芋
づ
る
式
に
呼
び
込
む

密
度
の
低
い
地
域
の
交
通

•
密
度
が
低
い
こ
と
は
確
か
に
苦
し
い

•
密
度
の
低
さ
を
逆
手
に
取
る

–
安

全
を
犠
牲

に
せ
ず
に

工
夫
が
で

き
る

•
他
人
の
「
ふ
ん
ど
し
」
で
相
撲
を
取
る

–
北

海
道
～
関

東
間
の
交

通
需
要
で

サ
ー
ビ
ス

を
支

え
て
も
ら
う

密
度
の
低
さ
を
生
か
し
た
解
決
策
の
例

•
鉄

道
駅
（
単

線
区
間
）

の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化

①
跨
線
橋
に

エ
レ
ベ
ー

タ
を
設
置

す
る

②
下
り
列
車

も
駅
舎
側

の
ホ
ー
ム

を
使
う

③
下
り
列
車

用
に
簡
単

な
ホ
ー
ム

を
作
る

④
客
に
下
り

ホ
ー
ム
に

直
接
出
入

り
し
て
も

ら
う

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
＝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
」
と
い
う
視
点
と
は
異
な
る
視
点



「
日
本
に
，
東
北
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
世
界
に
，
東
北
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

奥
ゆ
か
し
い
東
北
の
人
た
ち
自
身
が
、

こ
の
よ
う
な
「
歯
の
浮
い
た
」
こ
と
を
、

言
葉
に
す
る
必
要
は
な
い
．

で
も
，
日
本
の
人
々
,世

界
の
人
々
が
、

[東
北
の
宝
]の

よ
さ
に
気
づ
き
、

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
．


